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の論文集（アンソロジー）の英語版と日本語版（Wolf, W.B., and Iino, H., (eds.), Philosophy for Managers: 
Selected Papers of Chester I. Barnard, Bunshindo, 1986. 飯野春樹監訳・日本バーナード協会訳『経営者の
哲学―バーナード論文集―』文眞堂、1986年）の３点であった。 








 序 章 意味と生命システム ―経営環境倫理の確立を求めて― 
  第Ⅰ部 バーナードの思想 
 第１章 人間協働の物語 ―バーナードの人間観と協働観― 
 第２章 人間協働の展開 ―バーナードの組織観・管理観― 
 第３章 自由意思と自然 ―バーナードの自由概念― 
  第Ⅱ部 バーナードの方法 
 第４章 近代科学知を超えて ―バーナードの方法― 
 第５章 組織把握の次元と視点 ―方法的挫折か、未完成か― 
 第６章 組織と知識 ―意味と創造の世界― 
  第Ⅲ部 バーナード理論の諸問題 
 第７章 協働システムと組織概念 ―バーナード理論における概念構成― 
 第８章 組織の境界 ―組織概念の再検討― 
 第９章 組織と管理 ―三次元（有効性・能率・道徳性）統合理論― 
  第Ⅳ部 現代経営学とバーナード理論 
 第10章 組織と意思決定 ―現代経営学にバーナードが問うもの― 
 第11章 戦略経営パラダイムの展開 ―戦略論者の経営認識とバーナード理論― 
 第12章 現代組織論の自己組織思考 ―オートポイエーシスとバーナード理論― 
 終 章 意味と生命の経営学 ―社会的責任と地球環境問題― 
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  ３ バーナードの思想 
 
 バーナード理論をめぐっては、その高名の反面、理論の名に値しない、社会科学が欠落した
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16）もちろん、サイモン自身が「バーナード－サイモン理論」という言葉を用いたことも大きかったであろ
う。典型例が以下である。「組織均衡についてのバーナード－サイモン理論は、基本的には動機づけの
理論である」（March, J.G., and Simon, H.A., Organizations, John Wiley & Sons, 1958, p.84. 土屋守章訳『オ
ーガニゼーションズ』ダイヤモンド社、1977年、128ページ）。 
17）“Mind in Everyday Affairs,” in Barnard, C.I., op.cit.,「日常の心理」山本・田杉・飯野訳『前掲訳書』。 
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18）河本英夫『オートポイエーシス――第三世代システム――』青土社、1995年を参照。 
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が、Edward W. SaidのOrientalism が世に出たのは、その10年近く前、1978年であった（邦訳は、板
垣雄三・杉田英明監修／今沢紀子訳『オリエンタリズム』平凡社、1986年）。 
